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損害防止サーキュラー No.13-09 
 
 
 
洋上にて救助した難民や移民 
 
 
 
１９８２年海洋法に関する国際連合条約および１９７

４年SOLAS条約は海上にて遭難している人間に対

して国籍や身分あるいはその発見された状況に関

わらず、支援を提供することをすべての船舶の船長

に対して義務付けている。これは長年の海の伝統と

義務がこれらの条約を通じて、国際的で人道的な法

律の中に置かれているということである。 
 
救助の計画と実行 
船長は海上にて難民に遭遇したとき、Emergency 
Contingency Planや船舶のSSP（Ship Security 
Plan）の手順を参照すべきである。難民が海上で発

見された際、以下の行動がとられるべきである。（１） 
●最も近接し、かつ責任あるRescue Co-ordination 

Centre(RCC)（２）に連絡を取り、そして、必要ならば本船をアシストしうる最寄の船舶に

連絡を取ること。そのRCCが救助に関するガイドラインを策定しているかどうかを明確

にする。 
●救助開始前に計画を立てること。この計画はまた、安全上と保安上の問題点を包括していること

。 
●万一、本船上に収容した人間が攻撃的にあるいは暴力的になった場合の乗組員や乗客の安全

を考慮しておくこと。本船上に収容した難民・移民それぞれを検査し、武器や危険な物

品を没収すること。 
●乗組員は各個人から可能な限り個人データを入手すべきである。 
●難民の一人が共通に理解できる言語で会話が可能かどうかを確立しておく。 
●病気や疾病が本船上で広がる可能性を避けるため、手袋やその他の個人保護器具を使用する

ことを考慮する。 
 
洋上で救助した人間の扱い － 健康と安全に関すること 
船長は本船の能力と限界内において生存者を人道的に取り扱い、彼らの緊急の要求を満たすためにでき

るだけあらゆることをなすべきである。 
●本船が乗組員および難民に対して十分な食料と供給を持っているかどうか、同様に医療器具が

万一必要な場合を考慮する。もしそうでないのならば状況を是正するような手順をただち

にとるべきである。 
●本船上に十分な居住区を供給する。難民のために毛布やベッドを含め居住する安全な区域を

確保する。 
●難民に基本的に人間が必要とするものを供給する。（食料、水、避難場所あるいは必要な医薬

品）。緊急な医療援助を必要としている難民の有無を確認すること。要すれば、陸側に医

療支援を求めること。 
●可能ならば生存者に本船の予定や救助作業が上陸で終了するとされる安全な場所に彼らが到

着するということを知らせること。 
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通知 
船長は会社、RCC及びP&I保険者に本船上に難民がいることを知らせるべきである。 
もし難民を発見した場所でのRCCの責任者に連絡が取ることができないならば、他のRCCあるいは支援

できるかもしれない他の政府機関に連絡を取るような試みがなされるべきである。（３） 
 

●会社に本船の予定と同じく状況を知らせる。 
●詳細なアドバイスをP&Iクラブに求める。（４） 
●その海域の責任あるRCCに、本船の状況や必要な支援、下船のために行った行動や今後とる

べき行動の計画を知らせる。 
 
●本船の船名、国籍、船籍港 
●次の港の船主代理店名前と住所 
●本船位置、次の寄港予定、余分な人員の乗船での安全の継続と現在の状況 
●本船上の難民の員数、名前、できるなら年齢、性別 
●およその健康や身体状態や特別な医療の必要性 
●船長によって完了した行動と予定した行動 
●救助した人間の下船のための船長が選ぶ方策 
●収容作業中、間の支援船舶により必要とされた支援 
●その他の要因（例、悪天候、時間に制約のある貨物など） 

 
下船 
沿岸国は下船のための手続きにおいて船長を支援する義務がある。難民を上陸させる決定がなされたの

ならば、以下の行動がとられるべき； 
 

●下船地における会社の代理店やコレスポンデントに連絡する。 
●生存者が救助されたSAR海域への責任ある政府の要求に応じること、その要求に応ずることが

困難である場合にはその政府機関に追加ガイダンスを求める。 
●海上で収容した難民や亡命申請者について、その生命や自由が脅かされるような地域での下

船は避けるべきである。 
●収集すべき証拠の種類などはGARD Guidance to MastersのPara 3.13.4を参照。 

 
もし海上で救助した人々が亡命を求めているのならば、最も近いRCCに警告を出してUNCHRに連絡する

こと。（５） 
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（１） GARD Guidance to MastersのPara 3.13- “Refugees”とAnnex 8 – “Stowaway 
questionnaire”に詳細情報。 

（２） RCCの全世界リストはUK Hydrographical Officeによって発行されているAdmiralty List of Radio 
Signals, 
Vol.5が役に立つ。RCCはSOLASとSAR条約の改定の下に協力と手はずを整えることを確保するであろ

う。これは生存者の収容、下船、引渡しや他の機関との調整を含む。（税関、出入国、移民局、船主、船籍

国） 
（３） 責任は生存者が収容された海域のRCCにあることを認識することが重要である。沿岸国は下船に関し船

長を支援することについて2006年から法的義務を負うこととなった。海上における人の援助により、本船

に不適切な遅延を生じたり、金銭的負担あるいは関連する困難をずるものであってはならない。（MSC 
167.78, 2004） 

（４） もし難民が回収されているのならば、P&I保険者によって提供される填補が見込めるであろう。会社、P&I
保険者および現地コレスポンデントはそれゆえに連絡されるべきである。重大なケースにおいて外交上の

・あるいは船籍国の支援を求める必要があるかもしれず、メディアのサービスも又、必要となるかもしれな

い。 
（５） 亡命申請者は国際的な保護を求めている個人であって、その申請した先の国によって亡命が最終的に決

定されていない個人を指す。 
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